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お酒を飲む人の誰もが
依存症になるわけではありません
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過去1年間に飲酒したことのある人の割合

引用元：https://www.ncasa-japan.jp/pdf/document112.pdf
過去１年間にアルコール依存症が
疑われる人の割合は全成人人口の３％



もしお酒そのものが原因なのであれば、依
存症者の数はもっと多いはず・・・

• アルコールは確かに依存性の高い物質です。もしその薬理
作用だけが依存症を引き起こす原因なのであれば、飲酒す
る人の大多数が依存症になっているはずです。

• 実際には飲酒する人の100人中、97人は依存症にならな
いのであれば、依存症の原因として、もっと別の要因にも
目を向けなければなりません。



心の安らぎを求める飲酒者たち

• アルコール依存症になりやす
い人々にとって、アルコール
はとても重要な役割を持って
います。

• 彼らはただ飲酒しているので
はありません。自分自身にお
酒を「処方している」のです。

• 彼らにとってお酒は不安や焦
り、緊張に満ちた心を麻痺さ
せてくれたり、心をフワッと軽
くしてくれたり、眠れない夜を
安らかな気持ちに変えて寝か
せてくれる「特効薬」なのです。



誰もが辛さを抱えています。
でも誰もがお酒だけに頼るわけではありません。

• 不安や焦りを抱えたり、不眠に悩んだりすることは、誰にでも起こりう
ることです。そのような苦しみを抱えていても、お酒を嗜む97％の
人々は、アルコールだけに頼ろうなどとは思いません。では依存症に
なってしまう３％の人々は、何が決定的に違うのでしょう？

• 違いは、苦痛の存在そのものなのではなく、他者に助けを求めること
がどれほど容易にできるか、にあるのです。



人を頼れない孤独と苦しみ
以下のようなタイプの人は、依存症の
リスクが高いと言えます。

いつも大丈夫なふりをしてしまう人

「人に弱さを見せてはいけない」

自分の辛さは大したことがない、と
考えがちな人

「他の人たちはもっと大変なはず」
「人に甘えてはいけない」

人を頼っても意味がない、と諦めて
いる人

「どうせ人なんて助けてくれるわけが
ない」

こんな時、お酒がもし嫌な気持ちや不眠の悩みを解消してくれたなら、
ますますお酒だけに頼ることになってしまうのです。


